
【町長挨拶】 

 みなさま、おはようございます。関係者の方々には１年間大変お世話になりました。 

今年１年を一文字で表すというのをよく聞かれますが、私は「災」ではないかと思い

ます。元日におきた能登半島地震、それから大雨・洪水などの自然災害がありました。

もう一つの「禍」は思いがけない災難、残念な出来事が本町でもいろいろありました。

「禍を転じて福となす」という言葉があるように、来年は福の年となることを期待し

ます。 

また、今年は矢巾町第８次総合計画が始まった年でもあります。基本理念の「みん

なで築く 躍動感あふれ幸せな未来へ進化するまち やはば」を大切にし、職員一丸

となって「チーム矢巾」として取り組んで行きたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。それでは本日の発表内容に移ります。 

 

【内容発表】（担当者が詳細説明） 

１ 令和７年矢巾町消防団出初め式（総務課） 

 令和７年矢巾町消防団出初め式は、１月５日(日)午前 10 時 25 分から行進を開始し、

40 分から式典を行います。場所はやはぱーく駐車場を出発し、矢巾ショッピングセン

ター内駐車場へ着いたところで式典を行います。全団員および全消防ポンプ車両等に

よる行進を行ったのち、統監から訓示を頂き町消防団の士気高揚を図ります。町消防

団約 250 名と、矢巾分署の消防署員 21 名が参加予定です。一般観覧可能となっており

ますので、ぜひ多くの方に消防団員の雄姿をご覧いただけたらと思います。 

（町長補足） 

 いま消防団の確保が大変厳しくなってきている。定数 410 名に対し在籍は 302 名と

いうことで、団員の確保に努めてもらいたい。矢巾分署があるので火事の場合は対応

していただけるが、大規模災害が起きた場合、これは女性団員も含めて人手が必要。 

 

２ 令和７年矢巾町交通指導隊初点検（総務課） 

 新年を迎え、町民が悲惨な事故の犠牲者とならないよう、道路の交通に起因する危

険を防止し、交通の安全の確保を図るという決意を新たにするとともに、矢巾町交通

指導員としての規律及び交通安全指導力の充実を図ることを目的として実施されます。

日時は１月５日(日)午前９時 20 分～午前９時 50 分、消防団出初め式が始まる前に、

矢巾町活動交流センターやはぱーく１階交流スペースにて行われます。主催は矢巾町

交通指導隊、参加は矢巾町交通指導員 14 名と矢巾町長、副町長、教育長、各地区交通

安全協会、紫波警察署の紫波警察署長、交通課長、矢巾交番所長に出席いただくこと

となっております。現在、交通指導員の募集を広く行っており、多くの住民に交通指

導隊の活動を知っていただくきっかけにできればと思っております。 

 

３ おそなえ餅贈呈式（産業観光課） 

 岩手中央農協もち米生産部会によるおそなえ餅贈呈式を行います。町へのおそなえ

餅贈呈の後、もち文化の伝承・食育活動の一環として町内保育施設、認定こども園へ

おそなえ餅と切り餅を贈呈します。日時は 12 月 27 日(金)午前 10 時から、矢巾町役場



１階町民ホールで行われます。贈呈は、代表受領として北川保育園の園児さんに出席

いただきます。主催は岩手中央農協もち米生産部会矢巾支部となっております。 

 

４ 鏡開き昼食会（産業観光課） 

 岩手中央農協もち米生産部会に贈呈いただいたお供え餅と切り餅に感謝し、北川保

育園の園児とともに鏡開きを行い、今年１年間、風邪など引かないようみんなが健康

でいられることを祈願しながら、お餅料理をいただきます。日時は１月９日(木)午前

10 時 30 分から正午頃まで、北川保育園で行います。主催は矢巾町農業対策会議農産部

会となっております。 

 

【質疑】 

≪令和７年矢巾町交通指導隊初点検について≫ 

●記者 

 矢巾町の交通指導員は現在何名ほど在籍しているか。 

●担当者 

矢巾町交通指導隊は定員 20 名に対し 14 名の在籍がおります。 

≪令和７年矢巾町消防団出初め式について≫ 

●記者 

 荒天などで中止になる場合はあるか。 

●担当者 

 雨や雪の場合でも、警報等が出てない限りは実施する予定です。 

≪鏡開き昼食会について≫ 

●記者 

 昼食会の中で出し物やイベントは予定しているか。 

●担当者 

園長先生から鏡開きについてのお話を聞いた後、参加者で集合写真を撮り、昼食会

に入る予定です。 

 

≪その他、町長への質問≫ 

●記者 

 １年を振り返ってみてどう感じるか。 

●町長 

 元日の能登半島地震、時間を選ばない自然災害でした。派遣から帰ってきた職員に

話を聞くと、地面の隆起によって多くの道路が寸断されていたそうです。津波とは違

った恐ろしさがあります。職員には初動対応をしっかりしてもらい、災害に強い町を

目指したい。もう一つは職員の資質の向上です。本町でも残念な不祥事がありました

が、まずはオアシス運動（おはよう・ありがとう・失礼します・すみません）から始

まる礼儀をしっかり身に着けてもらいたい。そして何かに悩んだ時には一人で抱え込

まず、誰かに報告・連絡・相談し、職員間相互のコミュニケーションを大切にしてほ

しい。 



 来年は一文字でいうと「挑」。いろんなことに挑戦して、矢巾町を盛り上げていき

たい。 

 

（10 時 10 分 終了） 


